
日立汎用ディジタル計刑哉の熟も1化ほ,Ttl紗l--形機より=1発Lた

が,37年劇よ小形HITAC201とやや大形のHI′rAC3010な標準

粍種に加えた∩小形計節機も次卿こ計印速度およびi子己憤絆〕一拍州大

したn HIPAClO3ほ耽碓HIPAClOlに比し,はるかにすぐれた

性田を有する｡

計界機の将来の動向としてほ,データ処恥変圧の向_r二,記憶ザ絹

の椚大の方向に向かうと冊t‾如こ,一力･い小企業に肌､られるような

小形,低廉な計節椀が臼i現するであろう∩

制御用など特殊川途についても,ディジタルノん(のものが次々に

開発され,座席予約川の大形計待機,HITAC501形による終椎デ

ータロガーなど,計節機制御の分野で文節をあげつつある｡

アナログ計節機に関してほ,汎JHアナログ計節二槻の応川矧川が広

がり,制御系が一段と紛糾こなり,ことにJ′1動化プチJ二〔の採用がl-ば

ってきた｡日立製作所が手がけた打i仰安東の小形化と新仙御プん･〔,
特にl‾1動桝箭亡ならびにl二働プログラミソダガ式は業界の群を抜いた

ものである｡アナログ計算機によるシュミレータの開発研究は以前

から努力を続けていたが,今阿また大きな成火を得た｡特に卜こt鉄の

運転曲線計算機,また流罷計第磯,州都｢節機,原子炉特性計節機

など,ますますその規模が増大し高度の計群が可能となってきた｡

アナログ計算機とディジタル計算機を結合したハイブリッド計節機

の積雪性が認められ,口立製作所日立研究所,小央研究所の各巻ヒ亡F亡

を始めとして,受托増加に伴ってその絶て円筒州が広がってきた｡

さらに新分野ではトラソジスタアナログ計算機,マグアンプアナ

ログ計算機など,新い､アナログ計罪機の軌冒I化を完了した｡

9.1ディジタル計算機

37年度における特筆すべき市項はアメリカRCA祉との技術捉携

によりRCA301をHITAC3010として国産化したことである｡技

術提携により回路技術も入H-けJ関係磯抑こ関する技術もプ陀匹敵′伽こ増

強さ才1,さらにほHITAC201,301,HIPAClO3などもますますl亡占

度化した｡また一般的動向とLて電子計石順の汗及化の年と考えら

れ,小形としてのHITAC201はその村雨を認められ,すでに7f†

が納入実動中で,またHIPAClO3も,その使いやすいシステム,ブ占

術したプログラムライブラリによりますます好評を博し,すでに8

台が実動している｡HITAC3010に至ってほ非▲捌こすぐれた]事務用

EDPシステムとして11ノ1月上布,神奈川仙‾ユ‾二,11木屯fこ電話れ公社,

東京都庁ほか10数千㌻の納人が〃上達しで｢ゴり,各dミ実の各椰･拝務合印

化に対して大なる期待が持たれている｡

9.1.1 HITÅC 3010

IiITAC3010形電子計節機はRCA301形`屯-J二.汁貰1磯を同産化し

て生まれたものである(アメリカ花丁_I二濃,特に跳l㍉-1関係および入

出力生ヒfF三関係の国産化は,従来の】棚i三唱丁計尉‡削攻術に加え,これ

からのわれわれの技術の確1‾ソニおよび発掛こ大きく寄与することがjりJ

待される｡

また右〔来の同産機がJPやもすれば計節をするための計算機にかた

よりがちであったのに比し,HI′11AC3010ほ入山ノJミ削rた,磁気テー

プ装閃,レコードファイルと.甜恵装fP■ほ)るいほディスク.言出這装柁な

どの付属機器の強力さとあいまって,よりバランスのとJtたデータ･

プロセッツノブシステムを捉〃けるものであるr.上1下に'一巨要構成機

器および性能を述べる(､

(A) プロセッサ

第1図 HITAC 3010

(1)304形プロセッサ

(a)記憶容量 磁気コア20,000けた(各けた7ピッり

サイクルタイム 7/JS

(b)命 令 2アドレス方式(間接アドレス可)1命令

10けた

(c)計算処理あるいほ入出力の同時処理可能(付加装置)

(2)305形プロセッサ

記憶容量 40,000けた((b)(c)は304プロセッサ

に同じ)

(3)354形プロセッサ

304形プロセッサに科学計算機能を付加したもの

浮動小数点演算 指数部2けた 仮数部8けた

(4)355プロセッサ

305プロセッサに科学計算機能を付加したもの

(B)磁気テープ装置

(1)381形磁気テープグループ(6デッキ,1クラスタ)

10kc/秒13けた/mm

(2)581形磁気テープ装琵

33.31くC/秒13けた/mm

(3)582形磁気テープ装照

66.6kc/秒 26けた/mm

(C) ライソプリンタ

(1)333形ラインプリンタ

1,000(800)行/分120けた/行 活字種類47(64)穐

(2)335形ラインプリソタ

1,070(835)行/分160けた/行 活字種煩47(64)種

(3) カナ文′ナ:ラインプリンタ

500才_f/分120けた/行i六字種類96種(数千ニ,英字,

カナ文字および特殊記号)

(D)カード入出力装符

(1)323形カードリーダ

最高`読取速度600枚/分

(2)334形カードパンチ

最高せん孔速度100枚/分

(3)336形カードパンチ

最高せん孔速度200枚/分
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第2図 HIPAClO3

(E)紙テープ装粁

(1)321形紙テープリーダパソチ

読取,またはさん孔速度100けた/秒

(2)322形紙テープリーダ

読取速度1,000けた/秒

(3)331形紙テープパンチ

さん孔速度100けた/秒

(F)データレコードファイル

1台当たりの記憶容量約460万けた(レコード128枚収

容,各レコードは取りほずし交換可能)

処理速度2.5kc/秒 平均待口即日約4秒

(G)データディスクファイル

容量2,200万けたないし8,800万けた(ディスク枚数によ

って只なる)

平均待時間約100ms

(H)そ の 他

(1)磁気インク文字読取分類装節

(2)インチロゲーテイソグタイプライタ,モニタプリンタ

(3)IBm4729形磁気テープ装置(Ⅱ形あるいはⅣ形)

(4)IBM1402形カード入出力装躍

以上の柄成機器を使用口的に応じ 必要な台数選択してシステム

を構成し駆使できることが,HITAC3010システムの特色であるっ

9.1.2 HIPAClO3

科学技術計算用として開発したパラメトロソ計算機,HIPAClO3

ほ【】獅∩36年12月に第1,2号機がプ己成し,関西電力株式会社およ

び東北電力株式会社に納入したが,その後磁気コア記憶柴田4,096

語,磁気テープ2台,ラインプリンタ1子‡を含むシステムがロ獅I137年

4月に日記聾竺作所小火研究所へ納入され,所内の計罪センターとし

ての業務を開始した∩ またこのような不γア:技術計許に不吋欠とさjl

る自動プログラミソグシステムについてもrl立雀望作所中央研一先所に

"･ん,

窮45巻 第1号

おいていち7トて研究に茄子L,4月に記憶装置4,096語用のFORT-

RAN 形八の HARP(HITACHIAUTOMATIC RAPID PRO_

GRAM)を1ヒ成した(さらに1,024ii缶用のIIARPや一般科学技術計

糾ニ†如っれる糾前のサブノし-ナンを総√干したライブラリもほとんど

加法している〔さ=こL那帽力帆〔会批点+ヒ電力株式会社に納入

Lたとトト･放伐のシステムを,海上保射j二,北海道大学,機械試験

所,広山大√丁:,教市大学に納入実馴--である｡また口獅[138年3月に

統計数邦研究所に,この形の計第二機TSKIIIを納入予定であるが,

これは4,096語の磁気コア記憶装粁,磁気テープ,ラインプリンタ

のほかに,大郷琵磁㌔い√ラム訓点装紆(一ゲ綿毛51,200語),ⅩYレコー

ダ,六1石油度せん孔機,AI〕変換按語などが接続される大規模なシステ

ムとなっている｡磁気テープ記憶装附こついてほ,↑後はテンショ

ソアームカ式をやめて,tIITAC301に低川さJtている真空制御万

人(AK20P)を採用することとした｡これに関連して入出力制御装

荷ほよ～)使いJPすくするため,肘J御方凡操作パネルに若干の改良

を施してある〔

9.1.3 HITÅC 201

′`記丁計印機は唱ナ技術の急速な進歩により次三郎こ大形化している

一九射曲で手附こ設軌道用のできる小形計算機の出現を待つ声

も次恥こ高まりつつある｡これにこたえてr-H､企業における,一貫

したデ【タの処理を口約として生まれたのが本機である｡特に価格

の什叫た,取掛､の容易,･構造全般の小形化および高信板度を目標に

設計,貼註した科学計符にも使用できる汎用ディジタル計算機であ

って･多入粁ノJ矧花の制御プチ式に独特のくふうをこらし,基本回路

の仰馴ヒを好跡設計および製造技術上多くの改良を行なっている｡

小形でほあるが,4,000語の高速大容量磁気ドラムを備え,万能

入F‾トリJ矧札光電式テープ読取機とも各5台まで接続できるので,

多稚粧をの■り千務処乃!を行なうことができる∩またライソプリンタを接

続できるので,大罷のデ【タの磐廷表Fl川川が容易であり,経営上必要

な獅汁を容易にうることができる〔磁左もテープ装置ほ4≠?(1台に

4組実装,計16組)接続できるので,事務処理に欠くことのでき

ないファイルメンテナンスを行なうことができ,処理の能率があが

るとともにまちがいによるトラブルが減少する｡さらに高速度テー

プせん礼儀を接続できるので,事務の処理能力を著しく向上するこ

とができる｡これらのものほ処理鼠に応じて最適なシステムの構成

としてう軋らミニとができる｡同時にソフトウェアとしては自動プログ

ラムシステムがあるので,プログラムが作りやすいっ

おもな性能

数 伯

命
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峯
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応
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Ⅵ仙

10進11けた＋符号1けた

1%アドレスプわ℃,37命令

糾問

4,000.汀吾

待 時 間

磁気テープ記憶共石rた 幅上古インチ,

(a)万絶入きIj力紫荘 (b)HITAC201屯丁計1乃磯本体

第3図 HITAC 201
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平均約3.3ms

処,叩速度約11(C

安子 量 的35ガけた/リ〉ル

(c〕磁気テープ記悦装置
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ライ ンプリ ン タ 文字の椎煩ほ万能人汁l力斗ヒJ｢'亡と同じ(英

字,数1寸:,カナ文二i･て,.言+り)

仁けj′∵｢数130寸:/子+印′ナ:油性約2行/秒

高速度テープせん孔機 さん孔速度 3,000√上ソ分

木機ほ35f｢比に訊rI一言が行なわノfし,36年度に仙ノ仁に汁f,磁気テ

ープ矧托を含むHITAC201システムほすでにIl木附√･株J(会祉,

大阪府立大学などに納入Lた〔また磁去もテープ矧推ニトゴよびラインプ

リンタを含trシステムほ国際電光株式会社に,その他8社に納入済

み,または納入予定である｡

9.2 アナログ計算機

アナログ計算機の詔妄執よますます州加する帆rりにふり,その応川

範囲も年を追って広くなっているカ1一一プノアナログ結締Jの開発心よ

び改良もめざまい､ものがある〔そのたかで,巧‾如こ大きな成井いよ次

のとおりである｡

(1)アナログ計算機の折符の日動化

(2)シュミレーショソ技術の高位化

(3)ハイブリッドリソケージの了払7｢1化

(4)トランジスタアナログ.汁界機,マグアノプ計算恍の†弘■■l-｢化

具体r伽こは日立聾望rF所L-い央研究所納新形アナログ計算機,訳耶大

学納原子炉解析装置などで新い､制御機椛を梨｢7】化し,日立;脚竹井

中央研究所,日立研究所へ/､イブリッドリソナージをて峯望作納入した｡

一方シュミレータでほ秋水丁稚,ダム水仙肘J御などを口約とした

流量計算機を始ダ)として口本田市鉄道納‾平均こう配計算婆ヒri竺ほど,

復雑な撹構をもったシュミレークを笹隻作した1

また制御用マグアンプアナログ.汁符機およびトランジスタアナロ

グ計算機についてほ,すでにふじ作脚を経で附‖-1化を完了L,節4四

大阪国際見本市などに山l抗した｡

9.2.1新形ÅLSアナログ計算轢および制御卓

従来のアナログ計算機は,訳第二の制御,僻の判断などほすべて人

手により行なっていた｡アナログ計1ニ三1二機の瓜m技術が進歩するにつ

jlて人手による操作ではアナログ計て糾幾の柿川が不卜分となり操作

を次第に自動化する必要が三トじてきた〔

口立製作所で開発し日立製作所小史研究所納の制御卓は,アナロ

グ計算機の全自動化を目標にしたものであり,同市伯閃低 域非仲

間題,代数方程式などの複雑な問題の解析をJ二l動的に行たうた対)の

ものである｡すなわち待ら才tた析算解を基として.乙け十日こiこよる修了I三

計算,あるいはパラメーターの自動変更を行ない,さらにこれらを

指令した時間,あるいは電圧によって繰返し析1`1t左′子fない111勅｢l勺に

解を求めて行くものである｡この機能を満たすために,日動亡L;絹二,

第4図
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自動トミり路切離え,自動チェック,係数自動設定などの各装置や楼能

を仙えている｡

9.2.2 原子炉解析装置

町汀炉解析装r√1(リアクタシュミレータ)ほ従来から幾つかの形

式のものなヨ掛｢l-1化していたが,要求されるシュミレーショソの内容

が以速ますます高度化してきた｡

今川拳法rドし京都大学に納入した原子炉解析装置は従来の中性子束

測定の変化範州を数百倍に拡大するため,半自動的にスケール･フ

ァクークが切り替わるよう特殊な考慮がなさjlたものである｡このた

が)に揃項で記したl′1勤続節装置をその一部に利用した｡また本装置

でほ-▲舶桝‡‡柴素の′ト形化も実施しており,特に析算増幅器は半分

♂)大きさにしてある｡

なお木機で計算するリアクタほウランおよびブルトニュームの二

神灯が1-ir能でありこのノ∴(でも抑長を持っている｡

9･2･3 トランジスタ式アナログ計算機および制御用マグアンプ

アナログ計算横

トラソジスタ式アナログ計芽願および磁気脚幅旨洋式アナログ計算

機はいずれも新しい時代の‾班求からく1こまれたものである｡

l二1ニー■.仁懲竺作所では鑑迂これらのふ-じ作を続けて来たが今回その執馴ヒ

がン亡了した〔

l二1､鳩竺マグアンプ式アナログ計算機の特長ほ

(1)電圧仰還形のため入力インピーダソスが高く高精度である

こと｡

(2)小形,高信煩度であること｡

以上いずれもオンライン制御磐素として十分適したものである｡

一方トランジスタ式は,小形,高糀度で,しかも従来の中形アナ

ログ計好機に匹敵するたi音節二要素数を持ったものである｡単体精度

0.1%をもった20子†のi絹算増幅講詩のほか非線形要素として折線関数

発生㍑:･き4台およびi‾E√弔式乗許諾旨を2千川旨え,十分汎用計算機とし

て件稚の問題の解抑こ使川できる機能を備えている｡

9.2.4 ハイブリッドリンケージ

電丁.汁節機にほアナログ計第二機とディジタル計算機があり,おの

おの特長をもっているが,計訊勺容と目的によってほ,この両者を

並列あるいは巾列にして使うことにより計算棟の用途を倍加するこ

とができる｡これをハイブリッド計符方式,またその接続のための

与ヒf｢′亡をハイブリッド･リソケージといい,近年大きくクローズアッ

プして来たものである〔日立製作所でほさきにハイブリッド計算方

式による関西TE力株式会社納EIノD装;琵を完成したが,今回ほさら

に汎川ディジタル計許機と汎川アナログ計算機とを結合することが

できる万能形のハイブリッドリンケージを完成した｡構成ほアナロ

グ計‡‡臓側走禿器およびデジタル計算機側

Ⅰ)--A変換旨洋行10チャンネルをもった大形の

ヰ)のである｡ノ､イブリッド計‡‡のためのプロ

ダラミソグほすべてプリパッチ板上で行な

い,汎用計石l二様と=巾に糸If介できる〔このよ

うな純合ノブ式を川いることによりディジタル

節5卜く1三上(椰大学納択丁炉解析用

フ'ナログ計第二儀

一85冊

箭6阿 制御用マグアンプ

アナログ計算機



86 昭和38年1月 1ム

第7図 HITAC 501の制御パネル

評 論

第8はI H43A-U変換機

計詐機およびアナログ計節機のクニノ1沖糾って擬純な計符を応桁蛇

に,かつ達い桝訓耶口で仰析することができるものでぁるr1

9.3 特殊計算機

ディジタル応川の而で巾上州巾なものは口木I一三け】▲鉄追納の凧.竹子約

装｢F亡であって,その1り∵機ほ州毎泊線の特急券予約業頗に実川され

ているが,さらに大規模なシステムを現在汁雨中であり,`ノ己成｢l如こ

おける成果が畑J待されている.淵J御川計詐機ほ,実川の段l掛こほいり

ソフトウェアの整仰沌進めらJtている(低速形の管も抗イヒを終わった

A-D変換顎別ま引き続きi‡▲Ti速化の.試作が完了した〔机辺.試験用の計測

装柑ま36咋度に引き続いて抑獅釦[が完成した〔サーボ計肘掛よ士円

幅素子のトランジスタ化などによって小形化されるとともにディジ

タル技術の増人による禿舶が期待でき,また各桁部■ローの開発が進む

につれて,さらに甜生能化が糊H三されている｡これら特殊.汁†7二倍の

分野はディジタル,アナログ技術の進歩とともに斯い､正二川への道

が次々にひらけつつある〔

9.3.1制御用計算轢

(1)HITAC501C

IiITAC501Cは同系統の計石t機HITAC501Bに22仰のスキッ

プスイッチを軌没し,かつオーバフロー,ミスリードに対する処

胡をを一般化する機綻などを付加し,より高度なシステムの巾イこRを

なしうるよう改良された√iにイ▲計‡1り菜獲であるっ

一方八州ノJルーチン,HISIP501をはじめ各種のユティリティ

プログラムを完成し,HITAC501Cほユデータロカロ叫川として広

7両閃な分野に適川できるエうになった′､

(2)HITAC502

制御用として開発したⅠ寸ITAC502はアナログ計‡丁附こよるシ

ミュレータなどと連動せしめ,いjっゆるハイブリッド計辞儀とし

てflイ榊己分のOR計抑こmいらjt,また実験川データ処f_†!装f■'･'亡の

プロセッサとして班用さjLるなどのほかに,そのフレキシグルな

機能を別して,各糀の朴7:技術計Tl叫こも応用され,これらの｢川勺に

ついて,十分な実統をあげた｢:またHISIP502人｢1けフシステムを

始め,特殊関数,作手精度れ子音拝,浮動小数∴∫ぇ折節など終稲のサブル

ーチソが開発されてプログラムライブラリほ允実しつつある〔し

たがってシステム制御のための松雄な折節,一般什芋川計符など

のプログラミソグを字手払に処′印しうるようになったハ.

9,3.2 Å-D,D-Å変換器

た盲安定度のぷ電圧ダイオード,T､wIN化トラソジスタなどの悶_先

に伴って高い信転任と安左性をもつA-D変換拝話力;布端に管主作され

るようになった｡なお標叩ミ化のため下に示すように形名石二変むしたっ

(1)H40～42(l口ADF-301U,301B,311B)

低速形A-D変換㍑手ⅠⅠ40～42は数多くのフィールドデータによ

り,工業計測川としての実川什が.認めらJl,各所でその高性能を

雅邦している?またんい｢ほヒJ-ソト亡あるディジタ′し.言己以装J-｢･'仁ほ処邦人

力のレンジを広くしたもの,王+リブ装置とLてストリップチ+･7-ト

第45巻 第1号

プリンタを肺えたものなどの開発,拳法作が行なわ

れた〔

(2)H43,44(l[ADfL1301,1311)

低速圧形に引き続き高速A--Ⅰ)変換諸賢H43,H

44の笹川l化がソこ/した｡tI43は人力0～±9.995

V,肘力0′､±1,999,H44は入力0～±10.235V,

王_HソJO･､±2,047で,変換‖川1ほいずれも170マイ

クロ秒である｡またl州別よすべてトランジスタ化

してある∩入力部にはチョッパによって二女娃化さ

れた組で‡せ形向流増幅器を採川し,復数仰の入力

端子を設けてあるので,結果がフルスケールを越

えない椎刑で加減符を円山に行なうことができる｡

一方高速A-D変換器をマルチプレックス化するための高速ス

キャナも.試作を完了し実用試験の段階にほいった｡全半噂体化し

た詩1さi速スキャナの卯御引糊ま継花器の数ミリ秒に対して数マイク

ロ秒であrフ,ドリフト,その他によって1ヒじる誤差はA-D変換器

の変換｢立てブ仁以‾卜である∩

9･3･3 軌道試験車用計測装置

線路の保7,管即を行なうためにほ

軌道のノ仙没状態を動的に計測する必要

があり,従米は校訓巾などの冊易な機

械的測止装flて,あるいは人手により測

定を行なっていたが,これらの方法で

は所要のデータを得るのに多大の労力

と時間を坐し,しかも軌道に荷屯をか

けない状態で測定するため実際に列和

が走行している場合の動的状態と違う

紙果が行られるなどの欠点があった｡

この矧Fモほ軌道試験中に積載し軌道

托い,すなわち軌道の布設基i■i叩亘と実

際の仙とのずれを列榊こ連結さjlて高

速で克行Lながら動的状態で計測する

もので,計測速度を増すため電気的方

法を採川し克行速度の変化,あるいは

第9国 東海道新幹線

用軌道試験中計測装

置演算部

恍退の巧山部における布誰某準の変化を演算回路により自動的に修

正するなど多くの特艮を有する〔

本矧榊よすでに36年度国鉄に納入し全国にまたがる線路の計測
■

に～れ附しているが,37年圧新たに東海道新幹線用計測装同を完成

した｢この装F托は応高時速250kmの使用に耐えるように設計され

たもので,計測の点速化のほか地上の臣巨離信号を中上受信機で受け

て記録,州御を行なうなど多くの改良が施されており,現在試験線

路において試逆転巾であるが,東海道新幹線完成の昧にほその活躍

に期待が布せられている｡

9.3.4 サーボ計算轢

サーボ計辞儀ほFire Controlなどに使われているComputerの

一稚で,すでに数年来実用に供しているが37年度も引き絞いて同様

仰の笹即1言を進めている｡

37竹空所たに完成したサーボ計符機ほ容横,窮景,消費電力の軽

減をニヒ札壬とLて設計聾竺作されたもので,実用試験において良好な結

果が和らjlている｡この装抑王者亡釆の電二f管を全トランジスタ化す

るとともに機能的にも簡略化した超小形の装F'亡である｡

また計印掛こ辿勅する測的機一器などの関連機器についても近時高

件能化および諮ラ亡調定の自動化などの改良が進められており,これ

に作って.汁節機においても従来の半日動力式から全自動方式への改

11など高什能化の開発が行なわれてきたが,このほどこの種の改良

形2俄稚を拳法作中である｡

ー86-




